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2024 年 2 月 23 日-26 日 

 

 昨年、諸事情によりドタキャンせざるを得なかった北海道は十勝岳の麓にある温泉宿、「白

銀荘」ベースの山スキー！！今年、ようやくリベンジすることができました。昨年も訪れてい

るメンバーが言うには、今年はかなり雪が少ないということで、少雪は日本全国共通のようで

す。それでも、事前の天気予報では今年も昨年同様、好天が期待できそうです。ただ、惜しむ

らくは数日前に、ここ北海道の内陸の標高 1000ｍ超えの厳寒の地で、あろうことかまとまっ

た雨が降ったという現実・・・！！ 信じられないことです。さらに、気温は下がったものの

その後、まとまった雪が降っていないという事実・・・。 

これは何を意味するのか・・・？ 

当然、雨が降って、その後一気に気温が下がれば、雪の表面は凍りカリカリになる。一度死

んだ雪が復活するには、気温の上昇と下降を繰り返してザラメ雪になるか、まとまった雪が降

って凍った雪を完全に隠し、さらに雪が安定するまで数日待つかのどちらかである。この時期

の北海道は、さすがにザラメはないだろう。となると、今後、ある程度の積雪があることに期

待をするしかないようだ。雨が降ったのが確か 2/20 だから 3 日前。そして我々が現地入りし

た 2/22 の夜、この時の千歳は雪景色、この日の千歳はそれなりに雪が降ったようだ。この雪

が、我々が行く十勝方面にどう影響しているのか？ 

多過ぎれば凍った雪面の上に降った雪は非常に不安定なので雪崩に要注意だ。少なければ、

ターンのたびにガリを踏み、わざわざ北海道まで来て、パウダーとは程遠いガリガリ斜面を滑

ることになる。どちらにしても、今後の予報を見る限り、今回、極上パウダーは期待薄、晴れ

てくれそうなのが唯一の救いである。そんな、あまり嬉しくない状況で出発の日がやってきた。 

さて、果たしてどんなツアーになったのか。では報告です。 

 

2/22 

 仕事を終え、夜の飛行機で千歳入り。空港で格安レンタカーを特殊な方法で受け取り、今日

の宿泊地「ホテルグランテラス千歳」へ。ここはリーズナブルなのが気に入り、毎年、千歳入

りした夜はいつも利用している。ホテルでは軽くビールを 1 缶あけて時間も遅いので明日以降

のためにおとなしく就寝。 

 

2/23  音江山 

メンバー Ｔ野・Ｈ口芳・Ｔ村ｍ・Ｓ

原・Ａ原・Ｔ山・Ｔ村・Ｓ木 

 

 初日は、深川にある音江山を目指す。

前回、2020 年に訪れた時は勝手がわ

からず、登路を剣山経由に採ったため、

時間的なロスもあり、登り返して遊ぶ

時間が取れず消化不良だった記憶があ

る。今回はその時の経験を踏まえ、研

究もしてきたのできっと楽しめるだろ

う。 

  

■写真 最初は車道歩きから始まる。 



 

ホテルを 5:30 頃出発し、

「すき家」でしっかり朝食

を採って音江山の登山口を

目指す。何回か冬の北海道

に来ているが、今回、一番

気温が低くいかにも北海道

らしい寒さだ。これで、数

日前に雨さえ降らなかった

ら素晴らしいパウダーが楽

しめたのに・・・ほんとに

残念である。 

  

■写真上 素晴らしい氷結

の森。 

■写真中 うっとりする景

色！！ 

■写真下 純白の森！！ 

 

8:30 頃には登山口に着き

準備して 8:45 に出発。し

ばらく待合川沿いの車道を

登って行く。この辺りで新

雪が 5～10 ㎝位か？ だが、

その下には想像通り硬い雪

の層があり、ストックが潜

らない。25 分ほどで川から

離れて急斜面をひと登りす

ると尾根に出る。前回はこ

こからさらに尾根沿いを登

ってしまい、剣山経由で音

江山に登ったが上部がクラ

フトした痩せ尾根で登るの

に苦労し、時間をロスした

ので、今回は先人のトレー

スに従い、この尾根の西側

を巻くようにして、沢の右

岸をしばらく登ってから対

岸の斜面に取付いた。この

斜面を登って行くと、あの

鍋倉山に勝るとも劣らない

素晴らしい氷結の森が広が

っていた。鍋倉山とは違い、

ブナの森ではないが、ダケ

カンバを中心としたさまざ

まな木々が、まるで冬眠し

たがごときにビシッと凍り

付き、まんじりともしない



 

静寂な世界がそこに広がって

いる。冬型の雪ではない湿っ

た雪が降ったのか、着雪が発

達していて、霧氷というより

樹氷に近い太さがあり、その

姿はまるで純白の巨大なサン

ゴ？ もしくは衣がたっぷり

付いた海老天？ そんなメン

バーの口から飛び出す表現が

独創的で面白い。 

さらに、この頃になると天

候が回復！！青空も顔を出し、

その純白と紺碧のコントラス

トが半端ない。こんなスゴイ

景色がみられるのは冬山に登

っている人の特権だ。しかも、

周りに他のパーティーもおら

ずこの景色を我々が独占して

いる。何と贅沢な時間なのだ

ろう！！ホント幸せ者である。 

  

■写真上 白き北の大地を眼

下に登る。 

■写真中 音江山山頂！！ 

■写真下 素晴らしいロケー

ションで雪煙を上げて滑降。 

 

素晴らしいロケーションを

満喫しながら登って行くと

11:05 山頂に到着。795ｍの低

山とは思えない眺望が開け、

いかにも北海道らしい白い北

の大地の景色

が眼下に広が

り、我々を圧

倒する。ここ

までくると新

雪が 20～30 ㎝

位、これだけ

あれば丁寧に

滑ればガリを

踏まずに滑れ

そうだ。ただ

し、急斜面の

オープンはお

そらく弱層が

顕著で雪崩要

注意ではある



 

が・・・。 

さて、どこにシュプールを

刻むか・・・？ 

登ってくるときにノートレ

ースで気持ちよく滑れそうな

場所を探しながら来たが、そ

の中でも西側に開けた疎林が

実に魅力的だった。ここ最近

冬型にはなっていないので、

西斜面でもきっと風には叩か

れていないだろう・・・。と

いう判断のもと、この斜面を

滑ることにする。たまに底を

打つ場所もあるが、当初の予

想を良い方に大きく裏切り、

傾斜・雪質申し分なく、北海

道第一弾の滑降は早くも雄

叫びモードから始まった。

標高差約 200ｍ、写真を撮

るのももどかしく一気に滑

り降り快楽を味わう。メン

バーも皆満足げだ。初っ端

から当ててしまった！！再

び山頂まで登り返し、さて、

帰りはどこを滑ろうか？ 

シュプールはあちこちに

あるが、できるだけノート

レースで楽しそうな場所を

探しながら落ちていく！！

イヤイヤホント快適である。

350ｍほど落として傾斜が

落ち着くと、しばらくはボ

ブスレー。最後にトレース

で荒れた斜面をひと下りす

ると車道に出て、あとは再

び一気にボブスレー。

13:15 に車デポ地に戻った。 

 

■写真上 氷結の森を登り

返す。 

■写真中 再び快適な疎林

にシュプールを描く。 

■写真下 気持ちいい！！ 

 

初日から思った以上に楽

しめ、でき過ぎの 1 日であ

った。明日からが楽しみだ。それに、今夜からは待望の白銀荘ライフだ！！まずは旭川のラー

メン村で各自好みのラーメン屋に入り堪能。後は軽いつまみと、しっかり酒を購入して白銀荘



 

へ！！早速、楽しみにして

いた温泉で汗を流し、冷え

たビールで乾杯！！宿の中

は半そでで過ごせ超快適だ。

持参したフリースは無用の

長物だった。 

 

■写真上 快適な斜面が続

く。 

■写真下 富良野岳北尾根

（左）とジャイアント尾根

（右） 

 

Ｙ科さんとＭ上さんとは

宿で合流したが、お二人と

も風邪を引いたようで調子が悪そう。ユンケルで復活してくれれば良いのですが・・・。 

 

■コースタイム 

車デポ地 177ｍ（8:45）～（9:10）登山道 285ｍ～（11:05）音江山 795ｍ（11:30）～西斜面

滑降～（11:40）585ｍ付近（11:55）～（12:26）音江山 795ｍ（12:45）～（13:15）車デポ

地 177ｍ 

 

2/24 富良野岳ジャイアント尾根 

メンバー Ｔ野・Ｈ口

芳・Ｔ村ｍ・Ｓ原・Ａ

原・Ｔ山・Ｔ村・Ｓ木・

Ｍ上 

 

 三段山に行くかジャイ

アント尾根に行くか悩ん

だが、明日の方が、より

天気が良さそうなので、

雪質重視で今日はジャイ

アント尾根に行くことに

する。Ｙ科さんは体調が

悪化し今日はリタイヤ。 

先発隊のＭ上さんを交え

た 9 名でジャイアント尾

根を目指す。車デポ地か

らトレースに従って川に

下りて 3 回渡渉がある。水量も少なく、仮設の橋のようなものもあるので容易に渡れるが、落

ちたらシャレにならないので慎重に渡る。対岸には昨日大勢が入山したようで、弾丸道路並み

の立派なトレースがある。ツボで踏んでも潜らない、というか、トレースの表面が硬すぎてツ

ルツルなので、最初からクトーを装着して出発。良さそうな斜面はないかと目を皿のようにし

て登るが、正直、どこもギッタギタ。トレースが少ない西側は・・・？と覗いてみると、こち

らはカッリカリ。さらに、先人が滑った後はシュプールで削られて硬い凍った雪の層が露出し

ていて、あまり快適ではなさそうだ。どうやら、白銀荘周辺は 22 日の雪はほとんど降ってい



 

ないようである。ただ、天気

は最高なので、純白の十勝の

2000ｍ級の山々が惜しげもな

く姿を見せて、風も弱く、ス

キー登山としては最高の条件

だ。ここまで天気が良ければ、

ピッケル・アイゼンを持参し

ていれば富良野岳のピークハ

ントも可能だったのでは？ 

と思わせるような素晴らしい

天気だ。今回、ピッケル・ア

イゼンは持参していなかった

ので「行けるところまで」と

いうことで、クトーで安全に

歩ける 1550ｍ付近まで登り、

ここを今回の最高地点とした。 

 

■写真上 取付きの渡渉点。 

■写真中 1683ｍ峰をバッ

クに。雪が硬くなってきた

のでこの辺りが今日の最高

到達点。 

■写真下 滑りにくい雪だ

がロケーションは最高！！ 

 

準備して、登ってきた尾

根の東側の斜面を滑る。こ

れが、近場の山スキーなら

ばそれなりに満足できただ

ろう。しかし、ここは北海

道！！期待もそれなりに大

きいわけで、そこを考える

と、ほぼ滑りつくされたギ

ッタギタ斜面は、ところど

ころガリもでていて実に滑

りづらく満足感はない。過

去に 3 回、ここを滑って、

いつも快適にパウパウ斜面

を落ちていたので、期待し

ていただけにやや残念な結

果となった。いつも、喜ん

で雪の中を駆け回る子犬の

ようにテンションが高いＡ

原さんから、まさかの「お

家に帰りたい。」発言が飛

び出し、他のメンバーも

「登り返してまでこの斜面

を滑りたくない。」という



 

空気が流れ

ていたので、

今回は登り

返しなしの

早上がりと

なった次第

である。 

  

■写真上 

ジャイアン

ト尾根の滑

降！！ 

■写真中 前十勝をバックに。 

■写真下 三段山に向け白銀荘

を出発。 

 

ただ、こうなると明日滑る予定

の三段山も似たり寄ったりの状

況が予想でき、大きくテンショ

ンが落ちる。いっそうの事、明

日は早起きして、まだあまり知

られていないが故、ノートレー

スが見込める幌加内方面の山に

行こうか！！という発想が頭を

もたげる。どのくらい時間がか

かるか検索してみると、白銀荘

から約 2 時間ちょっと！！「充

分行けるじゃん！！よし、明日は早起きして幌加内だ！！」ということになる。そして、今日

は時間がたっぷりあるので上富良野町に買い出しに出かけ、2 日分の食材や酒をしっかり買い

出し。そして温泉➡さらに宴会といういつものコースとなった。 

■コースタイム 

駐車スペース 995ｍ（8:00）～（9:50）1550ｍ付近（10:15）～（11:10）駐車スペース 995ｍ 

 

2/25 三段山 

メンバー Ｔ野・Ｈ口芳・Ｔ村

ｍ・Ｓ原・Ａ原・Ｔ山・Ｔ村・Ｓ

木 

 

 幌加内に出発すべく 4 時半に起

床。すると、嬉しいことに雪が降

ったようで 10 ㎝程度は積もって

いるようだ。シュプールもうっす

らと埋まっている。完全復活とま

ではいかないまでも昨日よりはか

なり柔らかい雪が復活したように

思える。であれば、幌加内まで遠

路はるばる行く必要はない。早起



 

きして時間はたっぷり

あるのでゆっくり準備

して朝風呂を楽しむ人

は楽しんで、今日は三

段山を目指そう！！白

銀荘はどの山もアプロ

ーチが激近でこういう

楽しみができるのが良

い。 

  

■写真上 富良野岳を

バックに。 

■写真中 前十勝岳

（左）と十勝岳（右） 

■写真下 絶景だ！！ 

 

Ｙ科さんは相変わら

ず体調不良が回復せず、

Ｍ上さんも、今日

は休養ということ

で、8 名で日帰り

組に斜面が荒らさ

れる前にと 7:00 に

出発。トレースは

しっかり残ってい

るが、昨日と違い

うっすら雪が積も

ったので歩いてい

てもフカフカ柔ら

かく気持ちがいい。

さらに、昨日に増

して素晴らしい天

気！！登るにつれ

広がる銀屏風に囲まれ大絶景を満喫しながら登る。 

 気温は-10℃以下と激寒だが風もなく穏やか、今日も絶好の登山日和だ。当然山頂を目指す。

上部は念のためにクトーを装着するが難なく 9:20 に三段山山頂着、絶景を満喫する。 

昨日登ったジャイアント尾根の上には彫の深い富良野岳が聳える。素晴らしい山容で登頂意

欲を沸かせる山である。さらに、左に目を転じると上富良野岳・上ホロカメットク山、さらに

この辺りの主峰、十勝岳や噴煙を勢いよく吹き上げる前十勝、遠くには大雪の山々も望める。

見慣れない景色に大興奮！！氷結したこれらの山々の連なりはホント「見事」の一言。こっち



 

の人が初めて北アの銀屏風

を目にしたら、今の僕と同

じように大興奮するのだろ

う。やっぱり初見の景色は

インパクトがある。 

 

■写真上 三段山山頂！！ 

■写真中 凄いロケーショ

ン！！ 

■写真下 its show 

time！！ 

 

さて、どこを滑る

か・・・？尾根の西側は雪

が硬いので、東に向いてい

る斜面であまり人が滑って

いない場所、ということで、

三段山から西に延びる尾根

を少し滑り、北西に落ちる

尾根の東側の斜面を落とす

ことにする。概ね快適だが、

ところどころ硬いところが

あり板が引っ掛かる。ただ、

ロケーションは抜群！！さ

らに、標高が落ちて沢状の

地形に入ると素晴らしいパ

ウダーが溜まっていてこれ

ぞ北海道！！という雪が少

し楽しむことができた。結

局、滑って行くほどに良く

なってきたので「もう少し、

もう少し」と滑っていくう

ちに約 400ｍも落としてし

まった。

それでも

まだ時間

もあるし、

せっかく

なので再

び登り返

すことに

する。快

適だった

斜面と同

じ向きの

斜面を滑

ろうと約

160ｍ登り



 

返し再

び 滑 降 。

ただ、

ここは

雪が少

なくブ

ッシュ

が出て

いてち

ょっと

失敗。なんでも去年はここが面ツル

で最高に気持ち良かったということ

だ。やはり今年は絶対的に雪が少な

い。ただ、森の中に入れば雪も良く

超快適！！今日はどうやら標高の低

い森の中の方が快適に滑れるようだ。

「実は私、こういう森の中を滑るの

が好きなんです！！」とはカナちゃ

んの弁。「御意！！」である！！ 

僕も冬はこういう森の疎林を滑るの

が大好きだ。通常ルートよりかなり

西側を滑ったのが功を奏してほとん

どノートラックを滑ることができて

大満足。最後に大幅にルート修正し

て、見事、白銀荘の前に降り着いた。

昔はこういうルート取りは現場に相当詳しくないとできなかった。時代は変わった！！ 一目

でどこにいるのかがわかる文明の利器、「ヤマップ」に感謝だ！！ 

 

■コースタイム 

白銀荘 1015ｍ（7:00）～（9:20）三段山 1748ｍ（9:42）～（10:00）1335ｍ付近（10:17）～

（11:05）1500ｍ付近（11:30）～（12:10）白銀荘 1015ｍ 

 

2/26 幌加内・鷹泊山 

メンバー Ｔ野・Ｈ口芳・Ｔ村

ｍ・Ｓ原・Ａ原・Ｔ山・Ｔ村・

Ｓ木 

 

■写真上 去年は面ツルだった

斜面。 

■写真中 富良野岳が実に絵に

なるなぁー。 

■写真下 鷹泊山目指して出発。 

 

最終日は幌加内の鷹泊山に向

かう。鷹泊山は鷹巣山とも呼ば

れている 653ｍのピークで、地

図に山名も載っていない小ピー



 

クである。幌加内にはこんな

500～600ｍクラスの山がたくさ

んある。北海道屈指の積雪量と、

道北に位置するゆえの低温で、

低山とは思えないパウダーが楽

しめるエリアである。過去に、

冬路山・坊主山・犬牛別山など

を滑ってきたが、どこも「疎林

の山」という印象が強く、まだ

まだ楽しめそうな小ピークがた

くさんあり、体力的に下り坂と

なってきた今、俄然興味の湧い

たエリアである。ということで、

お初の「鷹泊山」、ヤマップで

いくつかの記録を読み、とにか

く行ってみることにする。 

 昨日同様早起きして 6:00

頃には白銀荘をチェックアウ

ト、今日もＹ科さんは体調戻

らず、Ｍ上さんも不参加で、

今回ほとんどご一緒すること

がなかった。残念だが体調不

良では仕方がない。次回、ぜ

ひ楽しみましょう！！ 

  

■写真上 鷹泊山は穏やかな

疎林の山だ。 

■写真中 山頂直下のまるで

防風林のような木々。 

■写真下 鷹泊山山頂！！ 

 

登山口の幌加内トンネルを

出た場所にある駐車スペース

（下幌加内ダム湖畔の駐車ス

ペース）に車を停めて 8:40

出発。全体的に地形図通りの

穏やかな山だ。今日は、天気

が今一つなのが残念だが、そ

の分雪質は良さそうなのでパ

ウダーは期待できそうだ。雪

が軽いからか、樹林にあまり

着雪することはなく、音江山

にあったような氷結の森は存

在せず、開けた疎林が続く。

探せばあちこちに快適に滑れ

る斜面が眠っているようだ。

ただ、規模は小さく、せいぜ

い標高差で 200ｍ位だろう。



 

そういう斜面を見

つけて、滑っては

登り返して別の斜

面を滑る、これを

繰り返すのがどう

やら幌加内の山の

楽しみ方のようで

ある。その日の天

気や気温、風向き

を考えて滑る斜面

を決めることもそ

の日、楽しめるか

どうかの大事な分

岐点である。そうい

う意味では、天候や

風、雪質、地形等、

幅広い知識が必要な

エリアだと思う。 

 

■写真上 鷹泊山の

滑降！！ 

■写真下 どんどん

滑る！！ 

 

10:05 には鷹泊山

山頂着、登るだけな

ら 2 時間もかからな

い。いくら今日帰京

するからといっても、このまま帰ったのではあまりにあっけないので南東斜面を 1 本落すこと

にする。山頂から見た感じ，悪くなさそうである。ということで、山頂から直接落としてみた

が、斜面がうねっていて雪質も悪く、さらに、すぐに深い沢が現れて大失敗！！地形図ではわ

からない、行ってみなければわからない失敗だった。510ｍ付近まで 140ｍほど落としてみた

が、ちっとも快適ではないので、早々に登り返すことにする。登りながら辺りを見渡すと、山

頂から南に少し降りた鞍部から東北東に落ちる尾根はかなり快適そうで、300ｍ位落とせそう

な斜面が続いていることに気づく。次回機会があったらここを落とそうと心に誓う。実際、登

り返しは上部でこの尾根に合流したが、斜面を見下ろすとイイ感じの斜面が続いていた。先程

滑った斜面と微妙に方角も違い、少し北に向いているので雪質も期待できそうだ。 

 再び、山頂付近まで登り返して帰路につくことにする。登ったルートは傾斜が緩く、トレー

スもうるさいのでトレースが少ない快適そうなところを探しながら滑る。結局、往路の一本西

側の尾根を滑っていく。徐々に傾斜が出てきて気持ちの良い滑降が楽しめた。390ｍ付近の沢

に滑り込んで 444ｍピークに登り返す。そして今度は傾斜に任せて往路の 1 本東の尾根を滑る。

ここも雪質と傾斜に恵まれて快適な疎林を気持ちよく滑降！！やがて、平坦地に出ると立派な

トレースがあり、そのトレースに導かれてほとんど漕ぐことなく戻ることができた。 

 幌加内はこんな感じの山がたくさんあるので、その気になれば午前に 1 山、午後 1 山なんて

いうことも無理なくできるだろう。まだ、それほど知られていないので、しっかり研究して再

訪したいエリアである。 

 今回、数日前に季節外れの雨が降るなど、どうなるかと思ったが、全体的に天気に恵まれ、

ところどころ良い雪にも出会えて幸せな山行だった。厳冬期は年に 1 回は北海道を訪れた



 

い！！そして、いつか 1

ヶ月くらい滞在して余裕

をもってこの辺りの山々

を滑りまくりたい！！こ

れが目下のところ僕の夢

である。 

 いつもの事ですが、ご

一緒したメンバーには感

謝します。特に、宿関係

やレンタカー関係、会計

など面倒な任務を引き受

けてくれたＡ原さんとＥ

さん、有難うございまし

た！！最近、行きたい場

所に一緒に行くメンバー

がいるというのが、かな

り幸せなことだと思うよ

うになりました。末永

く楽しみたいと思いま

すので、今後ともよろ

しくお願いいたします。 

 

■写真上 三段山山頂

直下を登る！！ 

■写真下 純白の十勝

岳！！ 

 

■コースタイム 

駐車スペース（8:40）

～（10:05）鷹泊山

（10:25）～南東斜面

～（10:40）510ｍ付近

（10:52）～（11:19）

645ｍ付近稜線

（11:30）～（11:50）

390ｍ付近（12:05）～（12:16）444ｍピーク（12:26）～（12:50）駐車スペース 


